
◆新翻訳エンジン「生成AI翻訳」ができました

「生成AI翻訳」は、OpenAIによって開発されたGPT (LLM(大規模言語モデル))をベースとしている、
文章全体の文脈に即した翻訳が強みの新しい翻訳エンジンです。
原稿投入から結果の表示まで、「シンプル画面」での翻訳と同じ方法で、画面遷移せずに簡単な操作で翻訳いただけます。

③ 言語の選択後に分野選択が表示されます。
 該当する分野を選択してください。

④翻訳時に利用する「統一用語集」や「対訳」を
 設定します。

⑤原稿を入力または貼り付けると、自動的に
ワードカウントが始まります。

 ※今回のリリースは「テキスト翻訳」のみです。
投入できるのは英語は1500単語まで、
日本語は1500文字までとなります。

32１

■「生成AI翻訳」の使い方 

①

②

③

① [生成AI翻訳]タブを押します。 ② ソース言語を選択します。  (ターゲット言語は自動で切り替わります）

④

⑤
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⑥ワードカウントが完了すると、画面右下に「投入し
たワード数」と[翻訳する]ボタンが表示されます。

 [翻訳する]を押すと翻訳が開始されます。

⑦ 翻訳が完了すると[ダウンロード]ボタンが表示され、
ボタンを押すとテキストファイルで翻訳結果がダウン
ロードできます。

⑥

⑧「訳文編集画面を開く」を押すと訳文が修正できます。
 

 ※統一用語や対訳に登録したものが翻訳結果に
反映された場合、適用されたものが画面の右側に
表示されます。

※高度な訳文編集機能は利用できません。

⑦ ⑧

2１

■ご注意
・「Lite」のみ利用、および、外部APIの利用を不可としているご契約では利用できません。（生成AI翻訳タブは非表示）
・「Desktopツール」では、生成AI翻訳の利用はできません。ブラウザからログインしてご利用ください。
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■主な変更点

「生成AI翻訳」以外にも画面が一部変更になります。

① [自動翻訳する]のタブ名が[自動AI翻訳]に変わります。 
②「シンプル画面」の切り替え場所が変わります。

①

②

【変更前】

【変更後】

① ②

③「シンプル画面」でも、「統一用語集」と「対訳」を適用して
翻訳ができるようになります。
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